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私は市民運動家でも知識人でもありません。日本によって父を奪われた子どもとして、父の痕跡を探すこと

は、極めて当然の道理をつくすことであります。私の父は1921年農夫の息子として生まれました。そして、194
4年2月、徴用令によって動員され、戦場に引きずられて行きました。その当時、私は生まれて13ヶ月でした。
1943年、父の血を唯一受け継いだ娘です。私は父の顔も覚えてません。祖母から聞いた話を通じて、父とい
う存在を想像できました。父の穴を満たして下さったのも祖母でした。父が徴兵に行ってから、私は祖母の家で
幼年期を過ごすことになりました。そのような祖母の愛は、私の人生で何より大きい力となりました。祖母から父
のことを聞きながら、父と再会する日を待っていたその時期が、一番幸せでした。想像の中だけにあった父の痕
跡を探そうと決心したことが、今まで活動を続けられた力になりました。 

 
私がこの活動をはじめてから今年で27年目になりました。日本には100回を超えて行ってきました。 父の痕

跡を探す過程、それ自体が運動になりました。長い歳月、今日に至るまで多くの方々の協力がなかったら、私
はドイツまで来られなかったと思います。力を貸してくださった方々を思うと、本当にありがたく思いますし、暖かい
情も感じています。人生を生きていくと、人々はお互いに出会い、別れを経験します。ときには準備された別れ
もあるでしょう。仕方なく不意の事故で突然別れる場合もあります。しかし、私は日本によって父と生き別れまし
た。私が今度ドイツまでくることになったのは、私に与えられた宿命だと思います。本当に意味深いことであり、新
しい活動のきっかけになるだろうと思います。 

 
私は今年の3月、訪日したドイツのメルケル総理が、首脳会談の後に行われた記者会見をみて、目がしらが

熱くなり、心の中に満ちていた怒りが解けるのを感じました。メルケル総理は、「ドイツがヨーロッパの国家と和解
できたのは、ドイツが過去を明確に直視したためだ。」と、日本が過去の歴史を直視し、歴史問題を解決すべき
だと強く促しました。私たちは今まで活動の中で、日本政府にドイツから学ぶことを要求してきました。ドイツのよ
うに過去の過ちを認め、謝罪して補償しろと、常にドイツを例をあげ訴えてきました。しかし、日本が変わることは
ありませんでした。10年もたてば山河も変わるというのに、日本は敗戦70年になっても、変わることなく、かえっ
て過去に戻ろうとしています。 

 
私は活動を通じて、いままで父に対する５件の記録をみつけました。すべて日本がつくったものでした。この記

録には、父の故郷の住所がはっきりと記されていました。1944年、徴用令によって動員され、江華(カンファ)の
家を出て、龍山(ヨンサン)駅から出発し、戦場を転々した経路の末には、中国広西省全県の第181病院で、
1945年6月11日に死亡したと記録されていました。解放されてから14年後の1959年、靖国に合祀されたと
いう事実まで記されている、あまりにも詳細な記録でした。私は記録を一つひとつ見つけながら、いったいなぜ日
本政府は私にこういう事実を知らせなかったのか腹が立ちました。私の父を連れて行って死ぬようにして、その事
実さえきちんと知らせなかった理由が何だったのか、疑うほかはありませんでした。  
もし、私が記録を直接探さなかったら、父は家族も知らないまま、ヤスクニに埋められてしまったでしょう。私は

自分が見付けた記録に基づき、ヤスクニから父の名前を取り外すことを求める訴訟を、2001年から今日まで
行っています。ヤスクニは、合祀された246万人は一つの神であり、一度神になると取り外すことはできないと主
張しています。さらに、あきれるのは、生き返って現在まで生きておられる方も、ヤスクニによって神になっていると
いうことです。 



このようなヤスクニに、日本の政治家らが、特に安倍政権になってから集団で参拝し、ヤスクニが日本の政治
1番地になっている理由は何でしょうか。それは、一言でいえば日本が戦争を懐かしがっているからだと思います。
ヤスクニの植民地支配が永遠につづけることを夢見ているのでしょうか。ヤスクニには、日本によって支配された
韓国、台湾出身の軍人、軍属5万人余りが、日本式の名前で合祀されています。彼らがヤスクニの神になるこ
とはできません。ある家族の一員として、愛を受けた息子であり、夫であり、父であった貴重な命であっただけで
す。  

 
ヤスクニは、加害者が犠牲者を英雄につくり、加害の本質を隠す所であり、国家による侵略神社が宗教施

設に化けた矛盾のかたまりです。死者を支配する監獄のようなところが、まさにヤスクニです。そのような監獄から
私の父の名前を取り出して、父を解放させなければなりません。しかし、ヤスクニが私の父を追悼するということ
も吐き気がすることであり、246万人余りが一つの神だということにも鳥肌が立ちます。ヤスクニは考えば考える
ほど不快なところです。それでもヤスクニが宗教施設に過ぎないと主張することは、すべての宗教を冒涜する欺
瞞行為です。ヤスクニは家族の幸福を破壊する危険な国家施設であるから、私はアジアの平和、さらに世界の
平和のために、この地球上からヤスクニを無くせないといけないと強く主張します。 

 
誰かを嫌うと私の心も地獄と同じです。私はもうこのような怒りと憎しみの鎖から抜け出して、平和的に解放

されたいです。そうするために、ヤスクニから父の名前を取り外してほしいということです。父の名前を取り外すこと
で、ヤスクニは爆弾が落とされたようにガチャンと崩れますか。地震がおきたように地中に消えますか。私の父は
私の家族には本当に大切な人でした。ヤスクニはこれ以上父の名前を汚さず、家族が求めるとおり、直ちに父
の名前を取り外さないといけない。それこそ、ドイツが過去を明確に直視するように、日本がはじめて過去の歴
史に対して反省する姿を見せる第一歩になるでしょう。その日がくるとき、ようやく私は解放されることができるし、
名のない父の墓碑に、「李・思・炫(イ・サ・ヒョン)」という父の名前３文字を刻むことができるでしょう。 


